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トラウマのサバイバーとしてのニキ・ド・サンファル 
 
高田 夏子 
 
Ⅰ．はじめに 
 
 Niki de Saint Phalle は女流の芸術家で、射撃絵画や「ナナ」という巨大な女性の彫刻で世界的
によく知られている。日本では那須に「ニキ美術館」が開かれていたことがあり、展覧会も何
度も開かれている。筆者は友人の紹介で彼女の作品を知り、那須のニキ美術館で彼女の作品に
触れたのが最初であったが、その自由な表現に共感と感銘を受けた。その後、留学したスイス
チューリッヒの中央駅には「ナナ」の彫刻が天井からぶら下がっていたし、その留学時にイタ
リアのトスカーナに作られた「タロット・ガーデン」という公園を訪れる機会があり、またフ
ランスではポンピドゥー・センターに隣接するストラヴィンスキー広場に Tinguely と作った噴
水、またバーゼルの Tinguely 美術館など、Niki の作品に触れる機会は度々あった。そんなにあ
ちこちに Niki の作品があるということは、それだけ世界中で愛されているということを示して
いる。2015 年に日本でまたニキ・ド・サンファル展が国立新美術館で開かれ、再び Niki の作品
に触れることができた。また Niki 自身の自伝に触れ、作品の制作がトラウマとの戦いであった
ことがわかり、その作品は自伝的要素を多く含んでいることがわかった。その作品の変遷、ま
たトラウマの癒しの過程が興味深く思えたので、ここに報告、考察したい。 
 
Ⅱ．生涯 
 
ⅰ．幼少期 
 1930 年、10 月 29 日、フランス人の父 Andre Marie Falloux de Saint Phalle と、フランス系アメ
リカ人の母 Jeanne Jacqueline とのあいだに５人兄弟（２歳年上の兄 Jean、６歳年下の妹 Claine、
８歳年下の妹 Elizabeth、13 歳年下の弟 Richard）の第２子として、パリ郊外の Neuilly-sur-Seine
に生まれる。本名は、Catherine Marie Agnes de Saint Phalle。父はフランスの貴族の出身で、家
族で銀行を経営していたが、1929 年の世界恐慌で破産し、家族でアメリカに移住した。Niki 自
身、「わたしは 1930 年生まれ。大恐慌ベビー。」と述べている（ニキ・ド・サンファル展カタロ
グ、1998）。彼女と兄は母方の祖父母に預けられ、３歳までフランスで過ごし、その後両親の元
に戻った。７歳でニューヨークに引っ越し、聖心修道院女学校に通う。このころ Niki と呼ばれ
るようになった。家庭では典型的な家父長制度のもと、厳格なカトリック教育を受け、厳しく
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躾けられた（Niki de Saint Phalle, 1994, p10, 11）。11 歳（1941 年）のとき、聖心修道院女学校を
放校となってしまう。Niki は家庭でも学校でも怒り、反抗的だったという（増田、1998）。一時
期母方祖父母に預けれるが、再び両親のもとに戻り、美術学校のブレアリー・スクールに通い、
詩作と演劇を学ぶ。しかしここでもまた構内に置かれていたギリシャ彫刻の局部を隠すための
イチジクの葉を赤く塗ってしまうという事件を起こし、校長より、学校をやめるか精神の治療
を受けるように言われる。その後ニューヨークの修道院付の学校に転校し、17 歳（1948 年）で
高校を卒業する。厳格なキリスト教教育には収まらない、またそれに対する反抗がみて取れる
が、しかしどこか怒りの矛先がわからず暴れているかのようである。 
 
ⅱ．モデル、駆け落ち、出産、神経症 
 高卒後、美貌を生かしてモデルの仕事を始め、日本でもよく知られている『ヴォーグ』誌、
『ハーパース・バザー』、『ライフ』の表紙を飾る。しかし、翌年 19 歳（1949 年）で１歳年上
の Harry Mathews と駆け落ちし、のちにニューヨークで結婚し、21 歳（1951 年）のときにボス
トンで娘 Laura が生まれている。このころ Harry は音楽を勉強し、Niki は油絵やグワッシュの
制作をしていた。翌年パリに移り、Harry は指揮者を目指してエコール・ノルマルで勉強し、
Niki は演劇学校に入学する。この時期に家族で南フランス、スペイン、イタリア、などを旅行
し、さまざまな美術館や大聖堂など見たことは、Niki にインスピレーションを与え、のちの作
品に影響したと言われている。 
 Niki には、子供の頃夕食のテーブルでしかめ面をするというコントロールできない癖があっ
た。チックのようなものではないかと思うが、Niki 自身は後年これを父親への無意識の復讐と
位置付けている（Niki de Saint Phalle, 1994, p11）。また Niki には上唇を噛む癖があり、20 歳の
頃それで外科手術を受けている。「20 年後、私の唇はあまりにもひどい扱いをしたので、２番
目の唇ができていました。私は自分の顔の上に自分の恥をぶらさげていたのです。（中略）攻撃
するならからだの他の部分を選んだほうがましです」（Niki de Saint Phalle, 1994, p7）と、Niki
は述べている。23 歳（1953 年）のときに深刻な神経衰弱に陥り、ニースで入院し、10 回の電
気ショック療法とインシュリン療法を受けている。ここで絵画が治療に有効であることがわか
り、演劇を諦め、芸術家を志す。同じ頃 Harry も音楽を諦め小説を書き始めている。その後 Niki
は、アメリカ人の画家 Hue Wise と出会い、５年間絵画の指導を受ける。彼は自由なスタイルで
制作することを勧めたという（ニキ・ド・サンファル展カタログ 2006）。 
 24 歳（1954 年）で息子 Philippe が生まれる。Niki と Harry はこのころルーヴル美術館で、Klee、
Matisse、Picasso、Rousseau などの作品に触れる。また、Gaudi の「グエル公園」、Cheval の「理
想宮殿」に出会い、将来自分の理想宮殿を作ろうという決意を得る。またこの年にキネティッ
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ク・アートの Jean Tinguely とその妻 Eva Epeli と出会っている。 
 
ⅲ．画家、芸術家として 
 作品の変遷は次に述べることにするので、ここでは Niki の生活面の変遷を簡単に述べること
にする。 
 26 歳（1956 年）に、初の個展「Niki Mathews−パリ−絵画」がスイスのザンクト・ガレンで開
かれる。 
 Niki はその後、30 歳（1960 年）で、Harry と離婚する。彼が二人の子どもと引越し、彼女は
そのまま残った。この年の末、Niki と Tinguely は多くの芸術家がいたロンサン袋小路に引越し、
共有のアトリエを構える。母として、妻として葛藤がなかったはずはないが、芸術家として生
きる道を選んだ、あるいは選ばざるをえなかったと言えるだろう。 
 31 歳（1961 年）に、第一回の射撃イヴェントが行われ、ヌーボー・レアリストたちとの交流
が始まる。その後 33 歳（1963 年）で、ロスアンゼルスで「キングコング」を制作。この年、
Tinguely とソワジーにアトリエと住居を構え、花嫁、出産、娼婦、魔女など女性をテーマにし
た作品を制作し始める。 
 35 歳（1965 年）では、毛糸や布などで「ナナ」の制作が始まる。パリのアレクサンダー･イ
オラス・ギャラリーで「ナナ」のシリーズを発表。その後 36 歳（1966 年）に、Tinguely、Ulfvedt
と共に、ストックホルム近代美術館に巨大なナナ「ホーン」を制作し、これは大きな反響を呼
ぶ。またその翌年（1967 年）に Tinguely とモントリオール万国博のフランス館に「幻想楽園」
を制作する。そして、1968 年にはお互いに新しい恋人を持つという経験を経て、41 歳（1971
年）、Tinguely と正式に結婚する。このとき二人はもはや共に暮らしていなかったものの、没後
も互いの作品を管理することを約束したという（ニキ・ド・サンファル展カタログ 2015）。 
 このあと Niki は映画制作も手がけるようになる。42 歳（1972 年）、父親が亡くなったあとに
映画『ダディ』制作する。Niki 自身は、「自分と父との関係がどういうものだったのかを理解す
るのに映画を作ることを決めました」と述べている。しかしこの作品は、Tinguely をはじめ家
族など周囲のひんしゅくをかった。父との関係がどういうものだったか理解したいという目的
のもとに映画を作ったのであるが、Niki はこの映画作成後にうつになってしまっている。「私が
驚いたことに、この映画は私を鎮めるどころか私の中にうつ病を引き起こさせました。」（Niki de 
Saint Phalle 1994, p9）。 
 44 歳（1974 年）、ポリエステルによる肺病の療養中に、Niki の理想宮殿である「タロット・
ガーデン」の土地を提供してくれる旧友と再会し、以降その構想、設計、制作が開始される。
それは終生の作品となり、1998 年にオープンするが、その後も製作は続けられていた。「タロッ
― 22 ― 
ト・ガーデン」の作品のうちのいくつかは未完のままとなった。この年、Niki の妹 Elizabeth が
自死している。 
 48 歳（1978 年）、母 Jacqueline が亡くなる。これをきっかけに彫刻「身繕い」が制作される。 
 50 歳（1980 年）、パリのポンピドゥ・センターで「Niki de Saint Phalle 1954-1980」展が開か
れ、その後ヨーロッパ各地を巡回する。 
 また、この年の８月、日本人の Yoko 増田静江が東京の画廊で Niki の版画「恋人へのラブレ
ター」を見たことをきっかけに、Niki 作品の収集をはじめ、12 月には上野に「スペース・ニキ」
を開廊し、その後も日本で Niki の紹介に尽力する。彼女の努力はは那須に「ニキ美術館」（1994
年開館）として、実を結ぶこととなる。 
 
ⅳ．Tinguelyの死、移住、そして二つの自伝 
 Niki 61歳（1991年）の８月、Tinguelyが心臓発作で亡くなる。Nikiは葬儀を行い、その後Tinguely
へのオマージュ「meta Tinguely」を制作する。その後 Niki は約束どおり何年にもわたり Tinguely
の作品を保護する取り組みを続けた。そも努力は実り、1996 年バーゼルに Tinguely 美術館が開
館される。 
 ナナ制作のためのポリエステルで肺を病んでいた Niki だが、52 歳（1982 年）に最初のリウ
マチの発作に襲われ、その後 Niki は生涯リウマチに苦しむこととなる。63 歳（1993 年）では、
さらに喘息と関節炎に苦しみ、カリフォルニア州サンディエゴ市ラ・ホーヤに移住し、生涯最
後の８年をここで過ごした。 
 64 歳（1994 年）、最初の自伝“Mon Secret”が、娘 Laura に語りかける手紙の形で出版され
る。この中で、11 歳の時の父親からの性的虐待を告白している。さらにその５年後（1999 年）
に、二つ目の自伝である“Traces”を出版する。またこの年、上の妹の Claine が癌で亡くなっ
ている。 
 68 歳（1998 年）の 10 月、来日し、ニキ美術館を訪れる。また京都にて「ニキ・ド・サンファ
ル映画＆トークの夕べ」と題したイベントが開催され、映画『ダディ』の上映後、Niki と Yoko
増田静江、社会学者の上野千鶴子が会談している。「どうして『ダディ』を作ったのですか？」
という上野の問いに、「当時、女は結婚をしなければならなかったし、父親にも苦しめられてき
ました。これまでの女性たちと違う生き方をしたい、そして男性と同じ権利を持った女性にな
りたいと思ったのです。同じ権利を持ちたいと思っただけで、男性になりたいわけではありま
せん。女性であることを誇りに思っているし、そのことが支えとなって今の私のアートがあり
ます」とその制作意図を述べている（黒岩、2015 p276）。 
 69 歳（1999 年）、自伝の２巻『Harry et Moi』の執筆を始める。８月に弟の Richard が自死す
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る。Niki は唖然とするばかりであったという。 
 71 歳（2002 年）の５月 21 日、肺炎が悪化し、サンディエゴの病院で生涯を閉じる。ヨーロッ
パでは５月 22 日になっており、それは Tinguely の誕生日だった。 
 
Ⅲ．作品の変遷 
 
ⅰ．初期の作品：家族や男性社会への批判や攻撃がテーマであった。射撃絵画はその行き着く
先であったのだろう。 
・家族の肖像 1954：家庭の中での役割に囚われたかのような硬直した夫婦の肖像。Niki の家庭
生活への批判的な眼差しがうかがえる。 
・1954 年４月−５月：スイスのザンクト・ガレンで Niki Mathews の名前で初めての個展を開く。 
・自画像 1958−９：荊冠のようなものをかぶって、顔には血が流れているかのように赤い絵の
具が太い線で刻まれている。荊冠はニキの負った十字架を思わせる。この作品を制作した翌
年、Harry と離婚し家族と別れる決心をする。「血を流す自画像は、芸術の道で生きていくこ
とを決心したニキの心の痛みを伝えている」（山田、2015）。 
・死の風景 1960・消火栓 1959−60：アッサンブラージュという実物を貼り付ける方法を用いて
いた。当時のフランス社会はアルジュリア戦争の勃発で、植民地では殺戮・拷問が行われ、
国内ではアルジュリア独立賛成派・反対派が衝突していた。ニキは、ノゴギリやナイフ、ピ
ストルなどを直接貼り付けることで、社会的な意味を強く印象付けていた。60 年代の「射撃
絵画」の政治性を予告していたと言える。 
・必要とされた殉教者/聖セバスティアヌス/私の恋人の肖像/私の肖像 1961：アメリカの芸術
家たちの影響を受け、標的とシャツの人物像を作り、この人物の頭部となっている標的に矢
を放っている。聖セバスティアヌスは三島由紀夫の「仮面の告白」にもあるように、ホモエ
ロティックな欲望と結びつくもので、暗黙裡に宗教への冒涜という側面を持ちながら、見る
男性に快感を与えるものである。Niki は矢を放つことでこうした男性社会に介入している。
標的とシャツの人物像は性をめぐる思考の場でもあった（山田、2015）。展覧会の来場者もこ
の矢を放つことができた。制作の行為そのものが作品に強い意味を与える先駆的な試みで
あった。 
・射撃絵画：Niki はある展覧会で人が傷つくかのような「出血する絵画」を思いついた。そし
て、1961 年２月 21 日、Tinguely なども参加する形で最初の「射撃絵画」を作成した。絵画
面に絵の具を入れた缶や袋などを貼り付け、それを石膏で覆い、出来上がったレリーフ状の
作品に向けてライフルを撃った。弾丸を受けたタブレットからは流血のごとく絵の具が流れ
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出た。破壊や攻撃という男性性と結びつけられてきた役割を女性であるNikiが演じるという、
ジェンダー・イメージの転覆を試みたものだった。芸術家 Niki の政治性を決定づけた（山田、
2015）。以降 1963 年 10 月まで、射撃絵画の制作を続ける。射撃の対象は次第に具体的なモ
ティーフとなっていった。大聖堂やドラゴンである。キューバ危機が終息した 1963 年春に、
画廊の依頼で「キングコング」を制作する。中央に恐竜、その左横にケネディ、フルシチョ
フ、カストロ、リンカーン、ド・ゴールの顔のマスク、右にはミサイルの攻撃を受ける高層
ビルという一大スペクタルであった。恐竜のオブジェ、爬虫類の剥製や乳児の人形などの複
数のオブジェからなる恐竜は、人間の暴力とそこで犠牲になるものの総体であるという。射
撃絵画のことを Niki は、「被害者なき殺人」（Niki de Saint Phalle 1999）と呼んだ。このような
射撃絵画は２年半の間作成されるが、その後は中毒のようなものということでこれを手放し
ている（山田、2015） 
 
ⅱ．さまざまな女たち：血を流す女神など男性社会の中で生きる女性の痛み、苦しみを表現し
ている。しかしその中でナナが誕生してくる。並行して否定的な女性像である貪り食う母親た
ちなども制作している。 
・赤い魔女 1963：射撃絵画の最後の機会に作られた。この女性像には聖母マリア、子どもが埋
め込まれ、彼女は性器に手をやり誘惑的でもある。銃弾を受けて赤く染まり、血を流してい
るように見える。それは複数のペルソナをつけて生きる女性が背負う痛みを、見るものに喚
起するするという（山田、2015） 
・エヴァ・エプリの肖像 1964：Tinguely の妻だったエヴァの肖像を毛糸などの柔らかい素材で
作っている。エヴァの顔はどこか悲しげで、Tinguely との夫婦関係の終焉、それにまつわる
Niki の複雑な心の葛藤が現れている。 
・ナナたち：友人の妊娠した姿から発想を得て、明るく開放的な女性像である「ナナシリーズ」
が作られ、Niki の代表作となる。「ナナ」とは、フランス語で「娘」を意味するスラングであ
るという。初期の頃はカラフルなプリントの布や毛糸で覆われていた。のちにポリエステル
を使うようになる。きっかけとなった妊娠した友人は、Niki にリラックスしたふくよかな女
性の燃えるような美しさを示し、生き生きとした力強さに満ちていた。ナナの姿は太古の地
母神と似ている。Niki がそうした地母神について知ったのはナナの制作のあとであったとい
う。女性の持っている原初的な美しさは、古代人の心も現代の私たちの心にも共通して感じ
られるようである。伝統的なカトリック教育に縛られ反抗して育った Niki にとりナナは、伝
統や道徳から開放された新しい女性像であった。これは、当時アメリカで繰り広げられてい
た黒人の権利をめぐっての戦いへの共感ともなり、黒いナナもたくさん作られている。 
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・ホーンーNiki de saint Phalle, Jean Tinguely, Per Olof Ulfvedt による大聖堂 1966：ストックホル
ム近代美術館のエントランスホールで、巨大なナナような女性の像が横たわり、来場者は彼
女の性器から入場し、中にはシアター、ミルク・スタンド、プラネタリウムなどが作られて
いた。３ヶ月の展示のあと解体されるが、美術史上伝説的な作品として評価されている。 
 ビッグ・ヘッド 1970：一人の女性が対照的な二つの顔をもっていることをテーマとしている。
顔は、カラフルな網目模様の鼻を境に右は白、左は黒に塗り分けられていて、左から見ると悲
しげな顔にも見えたり、見る角度によってさまざまな表情を見せる。女性の内面の陰と陽、そ
れが複雑に絡み合う様をうまく表している。 
 映画『ダディ』1972：当時の恋人の Peter Whitehead と共同で父の死後に作成された。 
 身繕い 1978：母 Jacqueline が亡くなったことをきっかけに作成された。鏡の前で入念に身繕
いをしている女性、胸は垂れ下がり、ふくよかな身体とは対照的に顔は骸骨のように痩せ細っ
ている。Niki は 70 年代から「貪り食う母親たち」というシリーズを作成している。ナナの明る
いイメージとは正反対の女性である。母親たちは人間やワニを食べ、大きな身体をしてモンス
ターのようである。このモンスターたちは、家族との葛藤を見つめ続けた Niki の心の葛藤から
生まれているという（山田、2015）。 
 
ⅲ．カップルというテーマ、Tinguelyとの共同制作 
 1960 年代の後半から、男女の関係をテーマにした作品を多く手がけるようになる。Tinguely
に新しい恋人が出来たり、自身も複数の男性と恋に落ちたり、男女の関係を見つめ直し、向き
合い、それが作品を作ることにもなっていったようだ。Tinguely との愛をめぐる Niki の苦悩が
読み取れるものもある。 
・恋する鳥 1974：1973 年から Niki は「恋する鳥」シリーズを作るようになる。鳥は、女性が
愛を交わす男性のイメージとして使われている。映画『ダディ』にも父親的な人物が空に鳥
を放つシーンがあり、父親との愛憎交わる思い出とも関連しているようである。 
・頭にテレビをのせたカップル 1978：男女が背中合わせに組み合わさり、顔をあわせることが
ないカップルは、頭にのせたテレビ画面に相手の顔を映し出す。男女の距離感が示される一
方で、頭の中を示しているテレビ画面には相手が映っており、相手を思う親密さも表してい
る。 
 Tinguely とは、1950 年代の後半に出会い、60 年にともにモンパルナスのロンサン袋小路にア
トリエを構え、以降二人は人生と芸術家としてのキャリアにおいて深く関連し合うこととなる。
ヌーボ ・ーレアリズムの芸術家グループに二人で加わり、次いでパブリック・アートのプロジェ
クトをともに手がけるというコンセプトで、1970 年代にエルサレムやベルギーで子供のための
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遊び場を共同制作した。80 年代には、「ストラヴィンスキーの噴水」、「ル・シクロップ」、「シャ
トー・シノンの噴水」を完成させている。色彩豊かな Niki の作品に Tinguely の動的な彫刻が加
わることで、異なる個性が互いを引きたたでながら組み合わさり、豊かなハーモニーを響かせ
ている。 
・ストラヴィンスキーの噴水 1983：パリ市から Tinguely に依頼があり、ポンピドゥ・センター
の場をみた Tinguely が、この場所には Niki の色が必要だと直感したことから共同制作となっ
た。Tinguely は、「夜の目覚めと昼間の太陽」を作ろうと考え、「夜になると全部の明かりが
色の部分に向けられ、ニキの噴水になり、ぼくの機械の部分は姿を消す」、「昼間の太陽の下
でみられるもの、天気が寂しいときでも、逆光のときでも、どんな角度からも夕暮れ時にも
見られるもの。またぼくが、夏の朝、日の出のころに、帰りそこなった酔っぱらいとか浮浪
者とかいないときに見てみたいなあと思えるもの、そんなものにしたかったんだ」と述べて
いる（増田、1998）。この作品は６つのパーツから構成され、500 平方メートルの池に 16 体
の動く彫刻が配された。 
・ル・シクロップ 1985：ギリシャ神話に登場する一つ目の巨人キュクロプスに想を得た巨大な
頭部像。パリ郊外の街ミイ・ラ・フォレの森にある。この地に赴いたミッテラン大統領の心
を動かし、Tinguely はこの作品を保全を条件に国家に寄贈した。 
・シャトー・シノンの噴水 1988：怪獣、開いた手、水着姿でビーチボールを持つナナ、３つの
顔、腰まで浸かったピンクの水浴する人など８点の彫刻で構成された。ブルゴーニュ地方の
シャトー・シノンの市役所前広場に設置された。ここはミッテラン大統領が長く市長を務め
たところで、大統領出席のもとに除幕式が行われた。 
 
ⅳ．Yoko増田静江のコレクション 
 Niki de Saint Phalle と劇的な出会いをした日本人がいる。その出会いは、射撃絵画でもなく、
ナナでもなく、版画「恋人へのラブレター」からであった。Niki にはもっと有名な作品がある
のに、不思議なものである。二人には共通点も多いが、そんなことは後からわかってきたこと
で、当時の Yoko が知る由もない。Yoko は直感的な人なのだろう。Yoko はまた行動力もある人
で、８月に出会い、Niki の作品を買うようになり、12 月にはスペース・ニキという画廊を開い
ている。Yoko は父親の日本料理店を引き継いで、男性社会の中で戦いながら生き抜いてきた女
性である。そうした顔の広さもあって、画廊はオープンにはたくさんの人が来たものの、その
後は閑古鳥が鳴いていたという。Yoko が目指していたものは、「Niki の紹介を中心に、音楽や
舞踏、詩、映像など、多目的な空間にしたいと考えていた。よいスペースとなれば、そこから
また新しい何かが生まれるだろう。さらには、女たちがその表現行動を世に知らせる場であり、
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語り合える場、静江がこれまで漠然と思い描いていたような場所」（黒岩有希、2015）であった。
日がな一日 Niki の作品を眺めて疑問に思うことなど、Niki について調べて考えていったという。
そして最終的に Niki は自分なのだということに気がついていく。Niki 自身とも会い、海外の展
覧会に赴き作品を買っている。はじめのうち Niki は Yoko を警戒していた。Yoko は誤解されて
深く傷つくこともあったが、次第に Niki にも Yoko の人柄が理解されるようになり、のちには、
前世ではこんな関係で現生の関係があり、来世ではこうなるのではないかというようなことを
語り合ったりするぐらい親しい関係となる。20 年にわたる交流であった。両親に葛藤を持ち、
男性社会の中で悩み傷つきながらも女性として自分の人生を歩んできたという共通点のある、
同士のような感覚をお互いに持っていたのではないだろうか。1994 年に、Yoko の夫の増田通
二の協力もあり、那須にニキ美術館が開かれる。2011 年の閉館まで、Niki の作品を紹介し続け
た。現在は Yoko 増田静江コレクションとして、時々展覧会が開かれている。 
 
ⅴ．精神世界・ニキワールド 
・Niki は生涯を通じて絶えず精神世界を探求し続けており、それは彼女が制作した様々な神々
のなかに表現されている。「赤い女神」の中にはマリア像が埋め込まれており、Niki は決して
こうしたものを撃つことはなかったという。また子供のころから好きだったというエジプト
の神々も多数作成している。これらは地上のはかなさを想起させると同時に、死後の生への
希望も語りかける。インドにもおもむき、あらゆるものを目にして体験することを望んだと
いう。晩年移住したサンディエゴでもネイティヴ・アメリカンの神々から想を得ている。古
代文明の文化を継承するネイティヴ・アメリカンの人々の先祖代々の神話は死を身近なもの
として捉えていた。そうした死の捉え方は、死を遠ざけようとするヨーロッパ的な考え方と
は異なり、Niki を大いに魅了した。また、Yoko の招きで、日本も訪れ、京都の寺院で日本古
来の仏像の彫刻をみて、これにも感銘を受けている。Niki の作品が私たちに伝えるのは宗教
や信仰の多様性に対して敬意や寛容さを持つことである。Niki は、理想の神殿として、全て
の宗教のための教会（黒岩有希、2015）を構想していたが、あらゆる信仰を表す一つの神殿
を介して、教義にとらわれずに、様々なやり方で神を愛する方法を提示したのであった。（lucia 
pesapane, 2015） 
・河馬女神トエリス、犬神アヌビス、鳥神ホルス 1990：エジプトの神話から想を得て作られた。
ストレートの長髪にワニの背中と尻尾を持ち、手足は獅子の姿をしたカバの女神トエリスを
モチーフとしたもの。アヌビスとホルスは椅子になっている。 
・ガネーシャ 1993：青い顔を持ち、ピンクの上半身は有機的な網目模様で覆われている。右手
と右足をあげたヒンドゥーの叡智の神は、そのまま走り出しそうな快活さをも感じさせる（山
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田､2015）。 
・ブッダ 1999（写真１）：日本から帰ってすぐ創作に取りかかっている。３メートルにおよぶ
大型の像。タロット・ガーデンの像を作る時に使われた色ガラスやセラミックが使われてい
る。青、黄、緑、紫、赤、金、銀と様々な色ガラスやセラミックで覆われたブッダは。光を
浴びることによって目にも眩しい輝きを放つ。 
・「髑髏」2000：ネイティヴ・アメリカンの死とともにあることを受け入れる価値観への共感
と西洋文化における人々と死の関係への問いが込められている。 
・タロット・ガーデン 1988〜：Niki の最も重要な作品である。イタリアのトスカーナ地方にあ
るこの公園には、タロット占いに用いられる 22 枚のアルカナと呼ばれるカードを表したモ
ニュメンタルな彫刻群が設置されている。Niki は、バルセロナで訪れたアントニ・ガウディ
設計のグエル公園に強く印象付けられたほか、イタリアの maniérisme 様式の公園や庭園の伝
統にも影響を受け、1970 代後半以降、奇妙なものと神話的なものが隣り合う驚異の国を構想
した（lucia pesapane, 2015）。Niki がデッサンを描き模型を作り、Tinguely を中心とするスタッ
フが骨組みを作り、さらに Niki が彩色、彫刻した。1988 年にオープンするが、その後もずっ
と手を加えて続けていった。Niki の死後は建設をやめ、その維持に努めている。 
 
ⅵ．二つの自伝 
 Niki は、64 歳で最初の自伝を、さらにその５年後にもっと本格的な自伝を書いている。サン・
ディエゴに移住した後、人生の晩年に、これまで作品を作ることで自分と向き合い表現をして
きたのであるが、さらに言葉にする必要があったようだ。「人が私について書くときは、その人
のバージョンです。私が書くものが正しいわけではないけれど、それは私のもの。私は私の人
生に対してどう感じているかを伝えたいと思っています。（雑誌「シュプール」1998 年６月の
インタヴューより） 
・『私の秘密』1994：娘 Laura に語りかける形で 11 歳の夏に起こった父親との出来事を書いて
いる。「この夏 35 歳だった私の父は、自分の手を私のパンツの中に滑り込ませました。映画
（「ダディ」）の中で、少女たちを伺っているハレンチな男たちのように」、「ある午後、父は
庭道具が入っている木造の小さな小屋にあった魚釣道具を探しに行きました。私は一緒に行
きました・・・突然父の両手が私の体を、今まで全く知らなかったような方法で探り始めま
した。恥、悦楽、不安、恐怖が私の胸をしめつけました。父は私に言いました。「動かないで」。
私はロボットのように言うことを聞きました。でも、それから暴れて蹴って私は父から離れ、
草を刈った野原の中に息がつけなくなるまで走りました。この夏、このようなことが何度か
ありました。父は私に恐ろしい権力を持っていました。大人が子供に持つ権力です。私は抵
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抗しても無駄でした。彼は私より強かったのですから」。11 歳の少女にとってそれがどのよ
うな体験であったのかもよく書かれている。父個人だけでなく、社会から切り離されたよう
な、裏切られたように感じていたようである。「11 歳で私は社会から追放されたと感じまし
た。あんなに愛していた父が憎しみの対象となり、世界は私にその偽善を表しました。私は
自分に教えられたことが全て嘘だということを知りました。私は家族や社会の外にふたたび
自分を立て直さなければなりませんでした。蛇の夏は、銀行家で貴族である父が自分のセッ
クスを私の口の中に押し込んだ夏でした」。また Niki は、父親がどうしてそのような行為を
したのかについても考えている。「彼は何を求めていたのでしょうか。それもまた単純なこと
ではありません。快楽なら外で求められたのですから。快楽ではなくそれはタブーであり、
他の人間に対する絶対権力の誘惑だった。それが彼には目のくらむような誘惑となったので
しょう」。「男はみんな強姦者です。戦争の歴史を見てごらんなさい。兵隊の褒美はいつでも
レイプです。何世紀も。忘れられないほどずっと昔からそうやってきたのです」。Niki は近親
姦の誘惑は権力への誘惑であると見抜いている。そして、「レイプは本質的に性的な行動だけ
ではなくて、精神に対する罪なのです」と述べている。「少女にとってレイプは死です。解決
法はただ一つ、法律です。自分の身を守れない者たちを守る法律」。当時の Niki には取れな
かった解決方法である。娘の Laura に向かって書かれているようで、当時の少女だった自分
に向かって語りかけているのだろう。Niki 自身「私はこの本をまず自分自身のために書きま
した。私の人生の中で、こんなにも決定的な役割を演じたドラマから自分を解放しようとし
て。私は死から生き残った人間です。私は私の中にいる少女にいつか話させる必要がありま
した。この本は、少女の絶望の叫びなのです」と書いている。 
・『痕跡』1998：記憶に沿って、自分の家族のことや幼少時の出来事を綴っている。兄につい
て、叔父についても語りかけるように書いている。また両親の性格やその夫婦関係について
も書かれている。父は浮気性で、母の友達を口説いたり、メイドに手を出して、母といざこ
ざは絶えなかったという。しかし一方で父親はあるとき Niki に、自分が死んだのち財産は子
どもたちでなく、教育を必要としている子どもに役立てたいという考えを述べたことがある
という。そのような面も父にはあったのだ。わかりにくい複雑な人なのだろうか。父親の
WWⅡ時の家族のエピソードで、父はフランスに自分の母を迎えに行ったが、彼女はアメリ
カに行くことを拒み、そしてその後ナチに住んでいた屋敷を燃やされ、その８時間後に亡く
なったという。なかなか壮絶なエピソードである。戦争時のことについて、Niki はみんなの
心の中にヒトラーがいるとも書いている。「テロリストになる代わりにアーティストになっ
た」は、Niki の有名な言葉だが、自らの内の攻撃性について早い時期に自覚があり、それは
社会に向かった可能性もあったのだろう。 
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 母との折り合いは良くなかったようだ。母にとって Niki は、大恐慌と夫の不実とともにやっ
てきた存在（Niki を妊娠しているときに夫の浮気が発覚している）で、すべてあなたが悪いと
Niki に言ったこともあった。また Niki は母が望むような「従順な」女の子ではなく、それに反
発をしていた。自伝の中では、「お母さんは間違っている！私には存在する権利がある」と叫ぶ
ように書かれているところもある。母は、食べることが好きな父の食欲を十分に満たし、美人
で着飾ることが好きで、おしゃべりもうまく家に集まるお客さんにはホステス役を果たしてい
た。Niki はそのような母に女性の理想は見出しにくく、それは色々な作品にも反映されている。
母親はときどき怒りで子どもをヘアブラシで叩くこともあった。妹の Elizabeth が叩かれていた
とき、Niki は二人を引き離し、Elizabeth を散歩に誘って、「戦ってはいけない、彼らは私たちよ
り強いんだから」と自分の対処方法を言って聞かせた。このような態度は、のちに Tinguely が
怒りを爆発させるときにも、彼を無視し、彼が叫んでいないように振舞っていた。これに対し
て Tinguely は「きみはお母さんと結婚したんだね」と述べたという。沈黙ではなく Niki が目の
前の状況に直面できるようになるには何年もかかったという。 
 『Harry et Moi』：Harry と子どもとの生活について主に書かれている。Harry 自身が解説を加
えているところもある。 
 
Ⅳ．考察 
 
ⅰ．家庭、インセスト 
 Niki は、インセストの体験を忘却する。「私はなにも覚えていませんでした。忘れることで耐
えられない真実から自分自身を守っていたのです。」（Niki de Saint Phalle, 1994, p7）。これは臨
床の現場ではよく遭遇することである。その代わり彼女は、何度も学校を放校になるなどの問
題行動を起こしている。ブリアリーにあったギリシャ彫刻の局部のいちじくの葉を赤く塗るな
どである。これがきっかけとなり Niki は精神科にかかるようになっている。大きく問題行動が
起きてきたのは、11 歳の夏の出来事の後のようであり、今から見るとそれが父親とのインセス
トに対する反応ということがわかる。芸術という手段を持たなかったころ、Niki がとっていた
手段は沈黙であった。しかし言葉以外のものではよくしゃべっていたようである。Niki には、
チックのような神経症的症状があった。そのことについて彼女は自伝の中で次のように述べて
いる。「私は復習するのに無意識の方法を選びました。夕方テーブルで食事中、私は変なしかめ
面をしていました。それがコントロールできないだけに親たちはカンカンになってしまいまし
た。最後には私が勝ち、食事を一人で台所で取ることになったのです。反抗的だった私は、お
店やさんで万引きを始めました。まず最初にボンボンを、そして後には本を。」（Niki de Saint 
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Phalle, 1994, p11）。この文章から自分の癖と攻撃性を関連づけて考えていることがわかる。ま
た唇を噛む癖は高じて手術を受けるまでになっている（Niki de Saint Phalle, 1994, p7）。「テロリ
ストになる代わりにアーティストになった」は、Niki の有名な言葉だが、彼女の作品の背景に
あった強い攻撃性は、芸術という媒介がない時期には、問題行動や自らの体で表現されていた
ようである。 
 22 歳の入院後の担当医（Cossa 博士）は、Niki の行動の背景に気付く機会があった。父親が
Niki の入院に驚き、彼女に 11 歳の時の出来事についての悔やみの気持ちから手紙を送ってきた
のである。この時の Niki は上述のようにインセストのことは忘れていた。しかし本当に残念な
ことに、Cossa 博士はそれを適切に扱うことができなかった。「お父さんは気が狂っている、彼
は嘘をついている、こんなことはあり得ない」といい、さらにその手紙を燃やしてしまってい
る!（Niki de Saint Phalle, 1994, p8）。家族による性的虐待も知られるようになってきた現在では
あり得ないことであるが、おそらく悪意はなく、Cossa 博士はただ実父からのレイプという出
来事を受け入れることができなかったのである。上野（2004）はこれを「専門家の権威をもっ
て患者の経験を否認することで、家父長制の共犯者となる。」（p274）と述べている。当の Niki
自身は、Cossa 博士に理解を示している。「Cossa 博士も一家の父であり、私と同年齢の娘をもっ
ていて、レイプを信じませんでした。それが当時のものの見方でした。」（Niki de Saint Phalle, 
1994, p8）。もし Cossa 博士が適切に対応できたなら、Niki は父の死に際して『ダディ』を作ら
なかっただろうか。少なくとも表現の仕方は違っていたのかもしれない。『ダディ』の表現は、
その後に Niki がうつになってしまっていることをみても、十分ではなく、かえって自分自身も
傷つけるものになってしまった。「私はこの映画を自分の幻覚のまま自由な流れにしました。気
が狂ったような怒りがこの映画から出ています。映像を通して私は父を踏みつけ、力のかぎり
屈辱を与え、そして彼を殺します。私が驚いたことに、この映画は私を鎮めるどころか私の中
にうつ病を引き起こさせました。私はこの映画を父の生きている間に作る勇気がありませんで
した。彼や男たちに対する自分の感情の激しさが、私自身を押しつぶしていました。」（Niki de 
Saint Phalle, 1994, p９）。白石（1989）は、Niki のオブジェが「昼、太陽、陽の側からユーモラ
スに快活なエロスを捉えているのに対して、『ダディ』は「夜、陰、月下のエロス」であるとい
う。ナナの陰の部分と言えるだろう。そして、「女の中のファザー・コンプレックスを正面から
打ち出したフィルムである」、「コンプレックスをもっていた父の最愛なる娘は、『ダディの棺』
の作品を作ることによって、父から、父の魔法から、解き放たれて、生きようとしたのだ」と
述べている。生きるために通らざるを得ない試金石というのである。しかしまた、「同性である
わたしにも、もうたくさんという種類の陰湿な、青白い、病的な遊戯だ」とも述べている。 
 Niki は射撃絵画を２年半で手放しているが、激しい感情を表現するだけではダメなようだ。
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自我の力を超えた激しい攻撃性は、破壊的な結果を招いてしまうのだろう。こうした傷が癒え
てくるには、繰り返し逃げずに真実と向き合いながら、創造的な過程を歩まなければならない
のだろう。Cossa 博士と Niki はまだその段階には達していなかったとも言えるだろうか。でも、
どうにかとりくむことができていればと考えずにはいられない。もしかしたら父親が亡くなる
なる前になんらかの関係の変化さえ望めたかもしれないとも思うからだ。人との関係はその人
が亡くなってからも心の中では続いていく。しかし亡くなる前にできることがあれば、それは
その後をずいぶん生きやすいものにしてくれるのではないかと思うからである。忘却という防
衛が、父からの手紙で破られてしまうところは痛ましいが、別の見方をするとこの出来事が Niki
を創造へと向かわせたと考えられ、人間と創造性との関係は不思議なものと思わざるをえない。 
 父親の手紙は、Niki を芸術へと向かわせただけではなかった。11 歳の時の出来事が、この手
紙をきっかけに母親の知るところとなり、母親はそのことを父親に確かめることをしている。
父－娘の近親姦の場合、母親は無言の共犯者になっていることも少なくないが、Niki の母親は、
夫にそれを確認するという行動を起こせる人だったと考えることができる。11 歳の時に気付い
て欲しかったところだが、『ダディ』を製作し、それが周囲の反感を引き起こしていたころ、
Niki と母は和解している。母親は Niki に「私、すべて知ってるわ。Cossa 博士があなたのお父
さんに送った手紙を見たの。彼は全部白状したわ。私は窓から身を投げたいと思ったわ」と語っ
た（Niki de Saint Phalle, 1994）。女性としてお互いに話をして、理解することができたようであ
る。Niki はこのことを「母と共犯関係になった」と表現している。Niki の母－娘関係を考える
と決して相性がいいとは言えないが、大人になってからでもこのような和解は、心の傷をいく
らか軽くしてくれるだろう。 
 Niki の元家族は、二人の兄弟が自死している。下の妹の Elizabeth は 30 代後半で、弟の Richard
は、50 代半ばで自ら死を選んでいる。上の妹の Claine は 50 代初めに癌で亡くなっている。二
人の兄弟の自殺は、その年齢を考えると、若いときにあるような衝動的な自殺というよりは、
人生の上の何らかの出来事が関係していることも考えられる。それにしても５人の兄弟のうち、
寿命まで生きられたのは二人で、さらに早めに亡くなったうちの二人が自死というのは、詳細
はわからないが、生きにくさを抱えていた人々であったと言えるだろう。後年 Niki は、『痕跡』
の執筆後に、父親が複雑な精神の持ち主であったこと、自分はその父に様々な面で似ていると
ころがあると気付いている（Niki de Saint Phalle, 1999）。父親はフランス貴族の出身ということ
だが、Niki の元家族の持っていた生きにくさは、父親だけのものではなく長い年月間に培われ
たものなのかもしれない。Niki はこの毒と向き合い、作品を作ることで浄化していったのでは
ないだろうか。 
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ⅱ．トラウマとの戦い 
 沈黙という手段は、Niki の身体と精神を病ますこととなった。その背後に強い攻撃性がある
ことは Niki 自身も述べているところである。性的虐待によるサバイバーに残される攻撃性は非
常に激しいものがあることは知られている。またそれは長いこと続き、なかなか収束していか
ない。Niki も最初は戦争や内戦に向けてのメッセージ性を持ちながら、のちにはもっとはっき
り男性への攻撃を繰り返し作品としている。それは射撃絵画でピークを迎え、時代も応援して
か注目を集めることとなった。射撃絵画は非常なエクスタシーを与えるものであったという。
しかし、この射撃絵画を Niki は２年半で自ら止めている。その中毒性のようなものに気付いた
からだ（山田、2015）。依存性に気がつきやめることができるのは、ある種の健康さといえるが、
筆者にはそれだけでなくアーティストとしての直感のようなものではないかと思える。発散さ
せることだけでは十分ではないということを直感的に理解していたのではないだろうか。これ
は映画『ダディ』でもいえることのようである。この映画の中で Niki は、父親と思われる男性
を通して男性を踏みつけ、痛めつけ、激しい攻撃を加えている。これは射撃絵画では Niki の攻
撃性は収束していないことをよく表していると思う。斎藤（2004）は、自傷と射撃絵画の相違
点を次のように述べている。「大事なのは作品を創るという“象徴化作用に伴う労苦を引き受け
ることである」、「外傷体験の反復という“自傷”に使われるはずだったエネルギーは人々が見
る（読む、聞く）という現実に向かって“作品”を投げ込むことに消費される」。攻撃性は、消
化し、同化し、さらに創作を生み出していく過程を何度も経て芸術へと昇華していくのではな
いだろうか。 
 Niki が神経症的な症状で、またのちには作品を創ることで戦っていたものは、彼女自身が述
べているように、「大人が子どもの上にもつ権力」（Niki de Saint Phalle, 1994）、その濫用である。
「自分が誰かにとって絶対者であることの悦楽は、どんな悦楽にも勝ることだろう。強姦者は
娘にさえ手を出すのではない。娘だからこそ、手を出すのである」と上野（2004）は言う。そ
して創作することは、引き裂かれてしまった世界をふたたびつなぎ合わせることにも繋がって
いくようだ。これについてはのちに述べたいと思う。 
 斎藤（2004）は、「Niki の作品の少なくとも一部は解離性フラッシュバックのようなものであ
る」と述べ、外傷後の刺激によって再現された視覚像に導かれて造形をしているうちに、晩年
になって「子宮回帰の平穏」を得た人だろうという。確かに、射撃絵画からナナへ、そして宗
教性へという過程は、子宮回帰の平穏といえるだろう。巨大な彫刻の「ホーン」はまさに太母
の体内に入っていくことのできる作品だった。また宗教的な人物をモティーフにした作品も多
いが、これもある意味では子宮回帰といえるのかもしれない。 
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ⅲ．Tinguelyとの出会い 
 増田（1998）は Niki と tinguely の関係について、「奇跡的な芸術家どうしのめぐり合い」と述
べている。「二人はいつもファイティング・アンド・ディスカッシングで、戦い合い、競い合っ
ていた。」という。キネティック・アートという分野を開拓し、当時その世界のリーダー的な存
在であった Tinguely であるから、Niki に対してももう少し上からものを言うような態度があっ
てもおかしくないと思えるところだが、二人は対等な関係であったようだ。もっとも彼らが属
していたとされる、Nouveau・Rrealism は、工業化社会の新しいリアリティを模索して、「現代
社会の産物をそのまま素材とすることによって、今日の現実を表している」（ブリタニカ、2009）
というグループで、表現手段はまちまちであり、共通するところを感じつつお互いの表現を尊
重する傾向はあったのかもしれない。Tinguely は、男性社会の常識にとらわれず、理想を実現
できる大きな人であったのだろう。二人は共同で作品をいくつも作っている。増田（1998）は、
「まったく異質で、必要とし合い、なおかつ年中ぶつかり合うという、それがふたりの関係の
面白いところだ。その点についてはティンゲリーが非常によく理解していた。」と述べ、ポンピ
ドゥー・センター脇のストラヴィンスキー広場の噴水を例にそれを説明している。この話はパ
リ市からまず Tinguely にきて、ストラヴィンスキー広場を見た Tinguely は直観的に、この広場
には Niki の色彩が必要だと感じたことで、二人の共同作品となったというのである。そして、
「ひとりの作家がひとりの作家を抑圧したりふみつぶしたりしないということ、Jean が Niki の
才能をふみつぶしたりはしないことを、Niki はよくわかっていた。」という。芸術家のカップル
は、どちらかが片方を押しつぶしてしまい悲劇的な結末を迎えることも少なくない。しかし
Tinguely と Niki の場合は、お互いの芸術を理解し、共同作業とすることができている。作って
いるものが全く同じ分野ではなかったこともあるだろう。また、結婚の関係は続いていても、
お互いそれぞれ別の恋愛関係にあるパートナーがいたり、芸術と恋愛関係を分けられたことも
大きな要因であったかもしれない。もちろん葛藤はあっただろう。作品にもそれは現れている。
Yoko を惹きつけた版画も Tinguely へのラブレターだった。Niki という人は、葛藤と向き合い、
激しい攻撃性を示しながらも内にも外にも決定的な破壊とはならずに創造につなげていくこと
ができる人のようである。レジリアンスが高いといえる。 
 孫娘の bloom は、「二人はアートに対する愛を分かち合い、求めあい、創作することでお互い
に強くなっていった。彼らは美しい愛すべきビッグ・モンスターね。今の Niki はようやく立ち
直っているけれど、彼の死は Niki にとって大きなトラウマになったもの。だって何年も“色”
を身につけなくなったのよ。彼女はアナザー・ハーフを失い、バランスも失った。Niki は自分
のフェミニティのバランスをジャンでとっていたのね」と述べている。（雑誌「シュプール」1998
年６月） 
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 Tinguely もまた、自分の男性性のバランスを Niki でとっていることを語っている。増田（1998）
がいうように、二人は「奇跡的な芸術家同士の巡り合い」であった。恋愛関係は解消していて
も、人生と芸術のパートナーではあり続けた二人のありかたは、その関係自体がとても創造的
であり、二人が生み出していったものなのではないだろうか。 
 
ⅳ．その後の芸術を通しての過程 
 伝統的なキリスト教の厳しい教育に対しては反発を隠さなかった Niki だが、宗教そのものを
否定していたわけではなく、むしろ精神世界を探求し、作り続けてきたといえるだろう。全て
の宗教のための教会を構想して（黒岩有希、2015）、教義にとらわれずに、様々なやり方で神を
愛する方法を提示したという（Lucia Pesapane, 2015）。タロット・ガーデンはどこか魔物めいた
雰囲気も漂わせ、独特の Niki ワールドになっている。キリスト教の教義は、男性社会に合うよ
うに作られていったものだが、太母のようなナナや魔物のようなタロット・ガーデンの像は、
それに逆行して、女性を締め出してしまった既存の宗教にはない世界を作ったのだろう。河馬
女神トエリス、犬神アヌビス、鳥神ホルスに対して増田（1990）は、次のようなコメントをし
ている。「彼女のお腹は妊娠のふくらみを示し、たくさんの子を養った乳房はおヘソまで垂れて
いますが、この自信に満ちた威風堂々たる彼女の面構えの前には、何人といえども敵いっこな
いでしょう。犬神アヌビスと鳥神ホルスは、たぶん女帝トエリスの恋人たちであり、彼らは椅
子になっている。彼らの膝に憩うことでとエリスは大いに安らぐのでしょう。河馬女神が彼ら
男性を頼りにし、愛している、ということもよくわかります」。そしてこの二人の男性の神は、
エイズで亡くなってしまったタロット・ガーデンなどを一緒に作ってきた仕事の片腕だった二
人の男性ではないかと、Niki の彼らへの鎮魂の心を、この神々を作るときの Niki の心－静かな
敬虔な祈りの心－を感じるという。死を悼み、その魂が安らかであることを祈るのは、人間の
素朴な宗教心だろう。 
 来日して京都の仏像を見た後に作られたブッダは、丸いナナの面影も残しながら、ナナの軽
やかさはなく、どっしりとした重みと、一つの瞳から縦につながる垂直なラインがある。どっ
しりしているところは、初期のナナに砂漠のナナがあるが、それとも似ている。しかし、空と
地面を繋ぐような垂直のラインは、Niki の表現のその後の展開による宗教性のようなものでは
ないだろうか。 
 家族と向き合い、女性であることに向き合い、その中からナナが生まれ、その後宗教性へと
開かれていく、これは癒しの過程であったのだろう。「ナナは Niki の願望、祈り」と上野（2004）
はいう。そのナナやブッダを自ら生み出すことができたところに癒しがあるのではないだろう
か。『痕跡』の表紙の裏に Niki は前書きのようなものを書いていて、それには「12 歳から様々
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な心理療法を受けてきたが、私は内的な一致を求めていて、それは創作にのみ見いだすことが
できた」とある。11 歳のときの出来事は、父へのまた社会への信頼を引き裂いてしまっただけ
でなく、Niki の内面も引き裂いてしまっている。同じ対象への愛と憎しみのようなものだろう
か。正反対のものを抱え込まないといけなくなってしまうのだろう。その一致を感じられるこ
とは大きな癒しをもたらすはずである。ナナを創り、貪る母を創り、トエリスやブッダを創り、
その中でだんだんと感じられていったものなのだろう。 
 増田（1998）は、Niki にとっての３つの幸運として、美術教育を受けなかったこと、Tinguely
に出会ったこと、師匠を持たなかったことの３つをあげている（p93）。「人が病気になり、その
病気は彼を癒す自然の傾向なのだ」とユングは言っている（Jung, 1934 CW10 §361）。Niki を
考えてみると、子どもの頃よりいくつかの神経症的症状があり、20 代で重い神経衰弱というこ
とで入院を余儀なくされ、それに導かれてアーティストになっていることがわかる。師を持た
ず、Tinguely というよき理解者・協力者に出会うことによって、ある意味で素直にこの経過を
歩むことができたのかもしれない。 
 
ⅴ．自伝を書くということ 
 上野（2004）は、Niki の自伝について次のように述べている。「自分の子ども時代の経験に言
語的な表現を与えるまでのあいだに、彼女はすでにアート作品の中で「徹底操作」をやり遂げ
ているように見える。彼女の言語表現、ふたつの『自伝』を書くまでに、ニキにはじゅうぶん
にその準備が整っていた」。確かにその通り、これまで見てきたように、作品を作ることそのも
のがトラウマとの戦いであった。しかしさらに自伝を書かなければならなかった。言葉になら
なかったものを言葉にするという作業をしなければならなかった。斎藤は、Niki の射撃絵画に、
これは言葉だと思ったという。Primitive な表現をとりながら、そこに言語レベルまで引き上げ
られている表現があったのだろうか。筆者は、Niki は自分の子どもの部分に語りかける必要が
あったのだろうと思う。Niki 自身が言っているように、彼女の中の 11 歳で時が止まっている少
女に語らせる必要があったのだろう。Niki は「私の人生を私がどう思っているかを伝えたかっ
た」と述べている。作品を作ることでしてきたことなのだが、さらに意識的にしていく作業で
あっただろう。また、自伝を書いていく中で、家族について、とくに父親についての理解を深
めていったようである。表紙の裏の前書に書いていることだが、父親は複雑な人で、自分と父
は似ているのだと、そのような理解に至っている。そして、父を許すと述べている。Niki はそ
の人生と芸術をとおして、あの激しい攻撃性の表現から、ナナのような女性像、宗教性に至り、
さらにここまでたどり着くことがあるのだと、それを私たちに教えてくれている。 
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Ⅴ．おわりに 
 
 Niki のように戦ってくれた女性がいたということは、また戦いの果てに Niki が開いてくれた
ナナやブッダの世界があるということは、複雑な時代を生きる現代の多くの女性を勇気付ける
ことだろう。 
 「以前女性は与えることができなかったのですが、今の私たちはたくさんの与えるものを持っ
ています。外へ出て、与えましょう。それは私たちの体、人生を捧げることではありません。
もっと広く、地球、宇宙に対して私たちは与えなければなりません」（グラフ誌「い〜ふらっと」
1998 年 12 月号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ ブッダ 1999 
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